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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から煙を流入させるとともに、外部からの光を遮断し、暗箱を形成するラビリンス
壁と、前記暗箱の内部に光を照射する発光部と、前記外部から流入した煙による散乱光を
受光する受光部と、前記発光部と前記受光部の光軸が所定の角度をもって交差する検煙部
と、前記検煙部の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部と、前記ラビリンス壁の
外周を囲み、外部からの虫の侵入を防ぐ防虫網と、を備えた光電式煙感知器において、
　前記検煙部は、前記暗箱の上方側にあり、
　前記防虫網は、帯状をなし、前記暗箱のラビリンス壁に被せる時は、筒状をなして前記
ラビリンス壁の外周を覆い、前記検煙部に対向する位置に細孔のない無孔部を備え、前記
暗箱の下方側の前記検煙部がない部分に対向する位置に細孔のある細孔部を備え、
　前記細孔部により形成された煙流入部より前記暗箱内に侵入した湯気が、前記暗箱内で
上昇することなく、そのまま進行し器外に排出されることを特徴とする光電式煙感知器。
【請求項２】
　外部から煙を流入させるとともに、外部からの光を遮断し、暗箱を形成するラビリンス
壁と、前記暗箱の内部に光を照射する発光部と、前記外部から流入した煙による減少光を
受光する受光部と、前記発光部と前記受光部の光軸が同一直線上に位置する検煙部と、前
記受光部の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部と、前記ラビリンス壁の外周を
囲み、外部からの虫の侵入を防ぐ防虫網と、を備えた光電式煙感知器において、
　前記検煙部は、前記暗箱の上方側にあり、
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　前記防虫網は、帯状をなし、前記暗箱のラビリンス壁に被せる時は、筒状をなして前記
ラビリンス壁の外周を覆い、前記検煙部に対向する位置に細孔のない無孔部を備え、前記
暗箱の下方側の前記検煙部がない部分に対向する位置に細孔のある細孔部を備え、
　前記細孔部により形成された煙流入部より前記暗箱内に侵入した湯気が、前記暗箱内で
上昇することなく、そのまま進行し器外に排出されることを特徴とする光電式煙感知器。
【請求項３】
　前記防虫網は、前記細孔部が、帯状の幅方向の両端部に対称に設けられ、前記光電式煙
感知機に取付けた際には、上端側の細孔部は、前記光電式煙感知器の開口窓と対向しない
位置であり、前記煙流入部を形成せず、下端側の細孔部のみが前記煙流入部を形成するこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の光電式煙感知器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、火災を検出する煙感知器の防虫網及び光電式煙感知器に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来の煙感知器は、外部からの煙を流入させるとともに、外部からの光を遮断し、暗箱
を形成するラビリンス壁と、前記暗箱の内部に光を照射する発光部と、前記外部から流入
した煙による散乱光を受光する受光部と、前記発光部と前記受光部の光軸が所定の角度を
もって交差する検煙部と、前記検煙部の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部と
、前記ラビリンス壁の外周を囲み、外部からの虫の進入を防ぐ防虫網と、を備えている（
例えば、特許文献１、参照）。
【０００３】
　前記煙感知器では、通常（火災監視時）は発光部の照射する光が受光部に入射しないが
、火災の発生により暗箱内に煙が流入すると、前記発光部の光が該煙に衝突して散乱光と
なり、受光部に入射する。そして、前記受光部が受光出力を火災判別部に送出すると、該
火災判別部は火災の判定を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２３１４８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　風呂などで発生する湯気は、煙より粒径が大きく、例えば、直径１０μm、であり、煙
の粒径の１０倍位大きく、かつ、その質量は煙の１０００倍位であるが、この湯気は、室
内を上昇し、煙感知器に流入することがある。そうすると、この湯気は発光部の光に衝突
し、散乱光を発生させるので、前記散乱光を受けた受光部は、火災判別部に出力する。そ
のため、火災判別部は、煙（火災）が発生していないのに拘わらず、火災と判定するので
、誤報が行われることになる。
【０００６】
　この発明は、上記事情に鑑み、湯気による誤作動を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、外部から煙を流入させるとともに、外部からの光を遮断し、暗箱を形成す
るラビリンス壁と、前記暗箱の内部に光を照射する発光部と、前記外部から流入した煙に
よる散乱光を受光する受光部と、前記発光部と前記受光部の光軸が所定の角度をもって交
差する検煙部と、前記検煙部の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部と、前記ラ
ビリンス壁の外周を囲み、外部からの虫の侵入を防ぐ防虫網と、を備えた光電式煙感知器
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において、前記検煙部は、前記暗箱の上方側にあり、前記防虫網は、帯状をなし、前記暗
箱のラビリンス壁に被せる時は、筒状をなして前記ラビリンス壁の外周を覆い、前記検煙
部に対向する位置に細孔のない無孔部を備え、前記暗箱の下方側の前記検煙部がない部分
に対向する位置に細孔のある細孔部を備え、前記細孔部により形成された煙流入部より前
記暗箱内に侵入した湯気が、前記暗箱内で上昇することなく、そのまま進行し器外に排出
されることを特徴とする。
【０００８】
　この発明は、外部から煙を流入させるとともに、外部からの光を遮断し、暗箱を形成す
るラビリンス壁と、前記暗箱の内部に光を照射する発光部と、前記外部から流入した煙に
よる減少光を受光する受光部と、前記発光部と前記受光部の光軸が同一直線上に位置する
検煙部と、前記受光部の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部と、前記ラビリン
ス壁の外周を囲み、外部からの虫の侵入を防ぐ防虫網と、を備えた光電式煙感知器におい
て、前記検煙部は、前記暗箱の上方側にあり、前記防虫網は、帯状をなし、前記暗箱のラ
ビリンス壁に被せる時は、筒状をなして前記ラビリンス壁の外周を覆い、前記検煙部に対
向する位置に細孔のない無孔部を備え、前記暗箱の下方側の前記検煙部がない部分に対向
する位置に細孔のある細孔部を備え、前記細孔部により形成された煙流入部より前記暗箱
内に侵入した湯気が、前記暗箱内で上昇することなく、そのまま進行し器外に排出される
ことを特徴とする。
【０００９】
　この発明の前記防虫網は、前記細孔部が、帯状の幅方向の両端部に対称に設けられ、前
記光電式煙感知機に取付けた際には、上端側の細孔部は、前記光電式煙感知器の開口窓と
対向しない位置であり、前記煙流入部を形成せず、下端側の細孔部のみが前記煙流入部を
形成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明は、以上のように構成したので、煙と湯気は、検煙部の下方の煙流入部に流入
し、前記煙は上昇して検煙部に到達するが、湯気は煙より重いため、水平方向に流れ、前
記検煙部には到達できない。そのため、該湯気は、前記検煙部の発光部の照射範囲に進入
しないので、湯気による煙感知器の誤作動を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態を示す図で、防虫網を示す正面図である。
【図２】防虫網を筒状にした斜視図である。
【図３】使用状態を示す正面図である。
【図４】図３の検煙部の内部を示す横断面図である。
【図５】使用状態を示す一部縦断面拡大図である。
【図６】煙の暗箱内の流れを示す縦断面図である。
【図７】湯気の暗箱内の流れを示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本件発明者は、煙と湯気がラビリンス壁の隙間を通って暗箱内に進入した場合に、煙は
暗箱内を上昇するが、煙より重い湯気は、上昇せず、水平方向に直進することに気がつい
た。そこで、暗箱内を上下に分離し、検煙部の下方（ラビリンス壁の先端側）を煙流入部
とするとともに、煙流入規制手段により前記煙流入部より上方に配置された前記検煙部に
直接煙が進入しない様にした。そのため、煙や湯気は前記煙流入部にのみ進入するが、湯
気が暗箱内に進入しても上昇しないので、前記検煙部に到達することはできない。この発
明は、上記知見に基づいてなされたものである。
【００１４】
　本発明の実施形態を図１～図７により説明する。光電式煙感知器１の光学台２には、ラ
ビリンス壁３が円筒状に立設されている。このラビリンス壁３は、平面視「く」字状や「
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Ｊ」字状などの柱部３ｐを任意の間隔で光学台２に配置して形成した壁であり、煙は隣接
する柱部３ｐ、３ｐの隙間を通って内部へ流入するが、外光は前記隙間を通れないので、
内部まで入射しない。
【００１５】
　前記ラビリンス壁３の先端３ａは、天蓋４により閉鎖されており、前記ラビリンス壁３
の内側は暗室であり、所謂暗箱５となっている。この暗箱５は、煙は流入するが、外光は
入射しない空間である。
【００１６】
　前記光学台２には、前記暗箱５内にパルス発光する発光部７と、前記外部から流入した
煙粒子Ｓにより生じる散乱光を受光する受光部８が設けられている。前記暗箱５内では、
前記発光部７の発光素子と前記受光部８の受光素子の光軸Ｌ１、Ｌ２が同一水平面上で所
定の交差角度をもって交差しているが、この交差角度は、例えば、１２０度、である。
【００１７】
　前記発光素子及び受光素子は、回路基板１２に実装されている。なお、前記両光軸Ｌ１
、Ｌ２の交差点の近傍には、遮光用壁６が設けられているが、この壁６は、発光部７の光
が直接受光部８に入射するのを防止する。
【００１８】
　前記暗箱５内は、上下に分離されており、その上方側、即ち、ラビリンス壁３の固定端
側（回路基板１２側）は検煙部１０であり、その下方側、即ち、ラビリンス壁３の先端３
ａ側（回路基板12と反対側）は、煙流入部１１となっている。前記検煙部１０は、前記発
光部７と前記受光部８の光軸Ｌ１、Ｌ２が位置し、煙を検出する部分であり、又、煙流入
部１１は、前記光軸Ｌ１、Ｌ２より下方（ラビリンス壁３の先端３ａ側）に位置し、煙や
湯気が出入りする部分である。
【００１９】
　前記ラビリンス壁３の外周部は、防虫網１５により包囲されている。この防虫網１５は
、帯状（長方形状）に形成され、その長手方向の両端部（両側端部）には、互いに係合す
る鉤状の係止部１６が設けられている。前記防虫網１５の幅方向の中央部には、幅Ｘの無
孔部１５ａが設けられ、その両側の上端部及び下端部は、多数の細孔１５ｐを有する幅Ｗ
の細孔部１５ｂとなっている。前記両細孔部１５ｂ、１５ｂは、中心軸Ｃに関して対称に
形成されているので、上下を逆にしてラビリンス壁３に装着しても、下側になる細孔部１
５ｂは、設計通りに煙流入部１１に対向する。そのため、防虫網１５の天地を逆にしても
、機能障害が発生することはない。
【００２０】
　この防虫網１５は、筒状にして係止部１６、１６を係合固定し（図２参照）、ラビリン
ス壁３に被せられるが、前記無孔部１５ａは、前記ラビリンス壁３の上部側の検煙部１０
を形成する部分に対向し、又、前記細孔部１５ｂは、前記ラビリンス壁３の下部側の煙流
入部１１を形成する部分に対向しており、前記細孔部１５ｂは、前記検煙部１０を避けた
高さに、位置している。従って、検煙部１０の外周部は閉鎖されるので、煙の進入は阻止
され、煙流入部１１は開放されるので、この煙流入部１１からのみ煙が暗箱５内に流入す
る。
【００２１】
　前記煙感知器１には、前記検煙部１０の出力信号に基づいて火災を判断する火災判別部
（図示省略）が設けられている。なお、前記光学台２、ラビリンス壁３、防虫網１５等は
、筐体２０に内蔵されている。前記筐体２０は、煙流入部１１に対向するように、開口窓
２２を備えたカバー２１を備えている。
【００２２】
　次に、本実施形態の作動について説明する。
　「火災発生時」
　火災により煙粒子Ｓが発生すると、該煙粒子Ｓは、光電式煙感知器１の取り付けられて
いる天井面に向かって上昇するとともに、前記天井面に沿って流れる。そうすると、該煙
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する。
【００２３】
　前記煙流入部１１内の煙粒子Ｓは、軽いので、空気の流れに乗って、そのうちの一部が
暗箱５内を矢印Ａ１０方向に上昇し、検煙部１０に入り、前記発光部７の光と衝突し、散
乱光を発生させる（図６参照）。前記散乱光は、受光部８により受光されるとともに、該
受光部８は、火災判別部に出力信号を送出するので、該火災判別部は、火災を判別する。
【００２４】
　「平常時」
　風呂などで湯気Ｙが発生すると、該湯気Ｙは天井に向かって上昇し、光電式煙感知器１
に進入しようとする。
【００２５】
　前記湯気Ｙは、防虫網１５、ラビリンス壁３の下側を通過して暗箱５の煙流入部１１に
流入するが、この湯気Ｙは、火災時に発生する煙粒子Ｓより重く、暗箱５内を上昇するこ
と無く、そのまま、ほぼ水平方向Ａ１１に進行し、器外に排出される（図７参照）。
【００２６】
　そのため、前記湯気Ｙは、検煙部１０に到達しないので、前記発光部７の光軸Ｌ１に衝
突することが無い。従って、湯気が暗箱内に進入しても、受光部８が出力信号を火災判別
部に送出することはないので、火災判別部が火災と判断することもない。そのため、湯気
による誤作動を防止することができる。
【００２７】
　この発明の実施形態は、上記に限定されるものではなく、例えば、前記発光部と前記受
光部の光軸を所定の角度で交差させる代わりに、前記発光部と前記受光部の光軸を同一直
線上に位置させ、受光部８の受光量が所定の割合だけ減少したときに、火災と判断する構
成としても良い。
【符号の説明】
【００２８】
１　　　光学式煙感知器
２　　　光学台
３　　　ラビリンス壁
５　　　暗箱
７　　　発光部
８　　　受光部
１０　　検煙部
１１　　煙流入部
１５　　防虫網
１５ａ　無孔部
１５ｂ　細孔部
１５ｐ　細孔
２０　　筐体
２１　　カバー
Ｌ１　　光軸
Ｌ２　　光軸
Ｓ　　　煙
Ｙ　　　湯気
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